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＊　　6　月　の　説　金　　＊

町　県　民　税（第1期）　　　納限期　6月25日（金）まで
この社会　あなたの税が　生きてい　る。

泣
き
虫
は
だ
れ
だ
9
　
　
5
月
日
日
、
中
央
公
民
館
で
三
謡
混
合

予
防
接
種
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
注
射
巷
を
見
た
た
け
で
泣
く
子
や
、
何
と
も
を
い
子

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
さ
せ
か
男
の
子
の
方
が
注
射
に
は
弱
い
よ
う
で
す
ね
。



第291号　　　　　　　　　　　　　　底⑬筒の彿（2）

く資料〉　国土庁「日本の水」

人　　口　　　15，331人（＋118）

男　　　　　　7，373人（＋44）

女　　　　　7．958人（＋74）

世帯数　　　　4．236戸（＋43）

娠　　入　198　　　転　　出　89

出　　生　19　　　死　　亡10

（6　月　の行事）

．

”
人
－
日
当
た
り
家
電
鳥
水
の
優
用
量
と
相
違
刷
内
臓

（
昭
和
五
十
年
実
績
、
六
十
年
・
六
十
五
年
は
推
計
）

。
0
（
∪
西
部
浄
水
場
を
開
放
し
ま
す
0
0
0

6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の

一
週
間
は
、
全
国
一
斉
に
水
道

週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

水
道
は
地
域
で
の
日
常
生
活

を
支
え
る
最
も
重
要
な
施
設
で

あ
り
、
社
会
的
経
済
的
諸
活
動

を
支
え
る
上
で
も
不
可
欠
の
施

設
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
水
道
を
と

り
ま
く
状
況
の
変
化
は
極
め
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
増
大
す
る
水
籠
要
に
対
応
す
る
た
め
の
新
し
い
水
頭
確
保

等
困
難
な
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

中
間
市
水
道
局
で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
第
9
次
拡
張
計
画
の

中
で
市
内
上
底
井
野
中
曽
根
に
西
部
浄
水
場
を
建
設
し
、
昨
年
6
月
1
日
か
ら
運

転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

西
部
浄
水
場
は
、
厚
生
省
の
認
可
を
受
け
、
我
が
国
上
水
道
で
初
め
て
の
回
転

円
板
法
（
生
物
処
理
）
を
取
り
入
れ
た
施
設
で
あ
り
、
原
水
汚
濁
に
対
応
す
る
た

め
昭
和
5
2
年
1
月
か
ら
3
年
間
の
研
究
実
験
の
上
完
成
さ
れ
た
も
の
で
今
後
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
道
週
間
中
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
幕
ら
し
の
水
が
ど
う
い
う
行
程
で

造
ら
れ
、
台
所
の
蛇
口
と
結
ば
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
水
資
源
環
現
実
化
が
私
達

の
健
康
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
大
切
な
こ
と
か
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
西
部

浄
水
場
を
一
般
関
放
し
て
、
回
転
円
板
法
の
し
く
み
や
、
水
質
検
査
の
実
験
等
の

説
明
を
い
た
し
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
で
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

▽
連
絡
先
　
中
間
水
道
遠
賀
常
楽
所
　
（
遠
賀
町
役
場
内
）

屈
話
（
3
）
1
2
3
4
　
内
線
2
2
8

青
年
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
開
催

次
の
要
領
で
第
2
回
背
年
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
主
　
催

∇
主
　
管

▽
日
　
時

▽
会
　
場

∇
試
合
方
式

▽
参
加
対
象

▽
申
込
締
切

▽
申
込
先

町
体
育
協
会

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
避
盟

昭
和
卯
年
6
月
2
0
日
（
日
）

9
時
開
始

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

9
人
制

中
学
生
以
上
、
0
0
歳
末

滴
の
女
性

6
月
1
2
日
（
土
）
ま
で

教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課

砥
藷
（
3
）
1
3
5
5

な
お
、
監
督
者
会
議
、
抽
せ
ん
会
を

6
月
1
5
日
（
火
）
1
9
時
約
分
か
ら
中
央

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

ヽ
i
／日7】

（間週通水目



第291号（3）℡⑬㊨め彿

1日　気象記念日　　　電波法違反防止旬間（－10日）

脅
遅
達
嵩
を
寧
黄
葉
霊
詩
宗
各
年
争
善
霊
窪
茶
番
牟
争
汁

融
　
国
　
民
　
年
　
金
　
揃

鴬
書
芸
意
毒
せ
昏
薯
雲
量
美
事
や
昏
誓
至
芸
意
岳
や
宣
誓

保
険
料
免
除
申
請
を
ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
保
険
料
を
納
め
ろ
こ
と
に
よ
り

そ
れ
に
応
じ
た
年
金
を
受
給
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
定
め
ら

れ
た
期
日
ま
で
に
確
実
に
納
付
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
　
の
　
免
除

保
険
料
を
納
め
た
く
と
も
納
め
る
の

か
困
難
な
人
は
、
由
話
し
て
そ
の
白
話

が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
の
で
手
続
を
行
っ
て
下
さ

い
。
申
請
手
続
は
、
役
場
年
金
係
で
受

付
け
ま
す
の
で
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ

い
。
（
但
し
申
請
手
続
は
毎
年
必
要
で

す）
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
法
律
に
よ

っ
て
免
除
さ
れ
ま
す
。

。
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
博
薯
福
祉

年
金
、
母
子
福
祉
年
金
等
を
受
け
て

い
る
人
。

。
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
人
。

暮
ら
し
を
守
る

国
民
年
金
の
手
引
き
、
㈹

年
金
は
時
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
い
っ
そ
う
身
近
な
も
の
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
半
面
、
そ
の
し
く
み
や
な
か
み
に
つ
い
て
は
複

雑
で
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
全
体
を
わ
か
り
や
す

く
実
用
的
に
今
回
か
ら
2
5
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
堀
∴
∴
酒
恕

（
木
守
）
堀
モ
モ
エ
様

故
垂
広
マ
ス
ヨ
様

（
新
町
）
園
田
ハ
ツ
子
様

政
談
尾
岩
夫
様

（
遠
賀
川
）
萩
尾
チ
エ
子
様

放
神
村
ミ
ツ
ノ
様

（
中
央
）
神
村
正
臣
様

故
石
松
ヤ
エ
様

（
別
府
）
石
松
ミ
ツ
子
様

故
小
野
二
三
様

（
若
松
）
小
野
光
公
様

故
松
井
茂
雄
様

（
尾
崎
）
松
井
教
則
徳

政
松
田
ク
マ
ヨ
様

（
新
町
）
松
田
繋
男
様

日
本
赤
十
字
社
「
社
員
」
募
集
に

御
協
力
下
さ
い

日
本
赤
十
字
社
は
、
皆
様
方
の
社
費

に
よ
り
援
護
活
動
を
い
た
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
も
社
費
募
集
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
の
で
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

社
員
と
社
費

赤
十
字
の
社
員
と
は
、
赤
十
字
の
活

動
を
資
金
面
か
ら
協
力
す
る
た
め
、
毎

年
継
続
し
て
三
百
円
以
上
の
社
費
を
納

め
て
い
た
だ
く
方
で
す
。

赤
十
字
野
菜
は
、
社
員
が
納
入
す
る

社
費
と
賛
助
会
員
（
三
百
円
未
満
納
入

者
）
、
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
、
災
害
、

救
急
、
献
血
、
国
際
援
護
等
の
人
道
、

博
愛
の
活
動
を
実
施
い
た
し
て
い
る
も

の
で
す
。
な
お
社
費
に
つ
い
て
は
、
区

長
・
婦
人
会
支
郡
長
の
御
協
力
を
得
て

納
入
願
う
野
に
い
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
新
し
く
三
百
円
納
入
さ
れ
社
員
と
な

ら
れ
ま
し
た
方
に
は
門
簾
を
差
し
上
げ

ます。

福
岡
県
老
人
居
室
整
備
資
金
の
貸
付

▽
貸
付
条
件

小
満
0
0
歳
以
上
の
老
人
と
同
居
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

2
0
歳
以
上
5
0
蔵
以
下
の
人
。

年

金

の

大

原

則

①
国
民
皆
年
金
と
い
っ
て
、
国
民
は

な
ん
ら
か
の
年
金
制
度
（
八
つ
あ
る
）

に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病

気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
、

一
家
の
働
き
手
を
亡
く
し
た
と
き
な
ど

に
支
給
を
受
け
る
。

③
同
時
に
二
つ
以
上
の
年
金
制
度
に

加
入
で
き
な
い
し
、
一
つ
の
年
金
樹
皮

か
ら
原
則
と
し
て
同
時
に
二
つ
以
上
の

年
金
の
支
給
は
受
け
ら
れ
な
い
。

④
い
く
つ
か
の
年
金
制
度
を
渡
っ
て

加
入
し
た
場
合
は
、
老
齢
年
金
は
通
算

し
て
計
算
さ
れ
ろ
。

⑤
国
民
年
金
は
、
職
場
で
の
年
金
制

度
に
入
っ
て
い
ろ
人
以
外
の
人
で
、
滴

2
0
歳
か
ら
加
入
し
、
0
0
歳
に
な
る
ま
で

保
険
料
（
掛
金
）
を
納
め
る
。

小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
た
め
の
教
育
相
談

昨
年
か
ら
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と

お
り
教
育
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
相
談
内
容

学
業
、
学
校
生
活
、
性
格
、
身
体
、

家
庭
生
活
、
進
路
、
不
純
興
隆
交
友

非
行
、
し
つ
け
、
そ
の
他

▽
相
談
方
法

用
寓
話
㈲
来
談
㈲
訪
問
用
そ
の
他

▽
連
絡
先

教
育
庁
遠
賀
出
張
所
（
八
幡
総
合
庁

舎
2
階
）
八
幡
西
区
別
松
3
丁
目

砥

話

0

9

3

（

6

9

1

）

2

6

3

1

㈲
県
内
に
引
続
き
一
年
以
上
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

▽
対
象
工
菰

用
貸
付
希
望
者
が
現
に
土
地
、
建
物
を

所
有
し
、
ま
た
は
第
三
者
か
ら
信
用

し
か
つ
居
住
し
て
い
る
家
屋
に
老
人

専
用
居
室
を
増
築
か
、
改
築
す
る
場

合
▽
貸
付
限
度
額
　
九
十
万
円

▽
申
込
手
続

昭
和
5
7
年
1
月
1
0
日
ま
で
に
役
場
福

祉
係
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
申
込

啓
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。



第291号　　　　　　　　　　　　　　　　底＠筋の彿（4）

日　　育児休業制度普及促進旬間（－10日）

マ
マ
さ
ん
卓
球
教
室
を

開
き
ま
す

肝
臓
機
能
障
害
者
の
み
な
さ
ん

福
岡
県
肝
臓
病
患
者
連
合
会
を
ご
存
じ
で
す
か

個
人
の
土
地
譲
渡
所
得
課
税
特
例
の
改
正

改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
で
は
昭

和
4
4
年
1
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、

土
地
の
取
得
が
同
日
前
の
場
合
は
長
期

譲
波
所
得
、
土
地
の
取
得
が
同
日
以
後

の
場
合
は
短
期
談
渡
と
し
て
課
税
の
制

度
が
区
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
こ
の
課
税
の
制
度
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
譲
渡
を
し
た
年
の
1
月
1
日

に
お
い
て
所
有
期
間
が
0
0
年
を
超
え
ろ

場
合
に
は
長
期
憩
渡
所
得
、
同
日
に
お

い
て
所
有
期
間
が
1
0
年
末
満
の
場
合
に

は
短
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
が
通

用
さ
れ
ま
す
。

∧
貝
体
側
V

。
昭
和
4
7
年
5
月
2
日
取
得

o
昭
和
5
7
年
5
月
1
0
日
売
り
渡
し

右
の
よ
う
な
場
合
は
長
期
譲
渡
所
得

の
課
税
の
特
例
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

売
り
渡
し
た
年
の
1
月
1
日
、
す
な

わ
ち
昭
和
新
年
の
1
月
1
日
に
お
い
て

所
有
期
間
が
1
0
年
末
満
で
あ
る
た
め
短

期
譲
渡
所
得
の
課
税
が
通
用
さ
れ
ま
す

教
育
委
員
会

と
、
卓
球
協
会

の
共
催
で
次
の

と
お
り
卓
球
敏

身
体
障
害
者
に
対
す
る

国
鉄
割
引
乗
車
券
類
の
購
入

身
体
障
普
者
お
よ
び
介
護
者
が
国
鉄

を
利
用
す
る
場
合
、
役
場
で
運
賃
割
引

証
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
昭
和
新
年

4
月
2
0
日
か
ら
、
身
体
障
筈
者
手
帳
を

国
鉄
各
駅
の
乗
車
券
発
売
窓
口
に
提
示

し
、
行
先
・
乗
車
券
類
の
稜
類
等
を
口

頭
、
ま
た
は
メ
モ
で
申
し
込
む
こ
と
に

よ
り
、
割
引
乗
車
券
類
が
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
の
風
紀
環
境
を
浄
化
す
る
運
動

「
売
春
防
止
法
制
定
の
日
」
を
契
機

と
し
て
、
国
民
一
般
の
売
春
防
止
及
び

性
病
予
防
に
関
す
る
忠
誠
を
喚
起
す
る

と
と
も
に
、
関
係
行
政
機
関
、
関
係
団

体
等
の
活
動
を
一
層
強
化
し
、
も
っ
て

売
春
防
止
法
及
び
性
病
予
防
対
策
の
額

樋
的
推
進
を
図
り
、
社
会
の
風
紀
顕
現

の
浄
化
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
期
　
間
　
5
月
2
4
日
の
「
売
春
防
止

法
制
定
の
日
」
を
中
心
と
す
る
二
週
間

室
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
中
心
の
教

室
で
す
か
ら
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

ます。
浅
木
小
学
枝
体
育
館

▽
開
催
日
　
6
月
3
日
・
1
7
日
・
2
4
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
0
0
分

広
漠
小
学
校
体
育
館

▽
開
催
日
　
6
月
6
日
・
1
3
日
・
2
0
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

自

衛

官

募

集

▽
資
　
格
　
1
8
歳
－
2
5
蔑
未
満
の
男
子

▽
受
　
付
　
常
時

∇
給
　
与
　
九
万
千
六
百
円

▽
諸
手
当
　
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
計
四
・

九
カ
月
分

▽
任
期
手
当

陸
の
鵜
合
（
二
年
）
約
一
二
十
四
万
円

（
四
年
）
約
七
十
五
万
田

海
・
空
の
場
合（

三
年
）
約
五
十
四
万
円

（
五
年
）
約
七
十
八
万
円

▽
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
遠
賀
町
役
場

庶
務
課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

最
近
、
肝
臓
病
は
第
二
の
国
民
病
と

言
わ
れ
県
下
で
も
推
定
2
・
3
万
人
の

滞
在
患
者
が
苦
し
ん
で
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
医
税
法
も
特
効
薬
も
な
く
、

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
安
静
と
食
密
接

潰
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

当
会
は
、
肝
臓
病
で
苦
し
ん
で
い
る

人
同
士
が
冷
感
効
果
を
あ
げ
て
い
く
よ

う
に
、
お
互
い
手
を
取
り
合
い
、
力
づ

け
慰
め
、
励
ま
し
、
助
け
あ
う
た
め
に

績
成
し
た
会
で
す
。
肝
臓
病
で
苦
し
ま

れ
て
い
ろ
み
な
さ
ん
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

∇
会
　
費
　
年
二
千
五
百
円

▽
会
員
数
　
県
下
約
調
名

▽
申
込
先
　
宗
像
市
三
郎
丸
鵬
の
4
5

中
島
美
智
夫
　
電
話
0
9

4

0

3

（

3

）

1

8

8

6

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
、
す
ぐ
に
踊
れ
る
や
さ
し
く
、

楽
し
い
踊
り
、
そ
れ
が
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
で
す
。
身
近
か
な
曲

に
合
せ
て
身
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ

んか。

▽
例
会
日
　
6
月
1
4
日
か
ら

毎
月
第
2
・
4
月
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
年
二
千
四
百
円

▽
対
象
者
　
年
令
、
性
別
問
い

ま
せ
ん
。

▽
持
参
品
　
上
は
き
用
シ
ュ
ー

ズ

▽
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

上
別
府
　
梅
田
典
子

（
3
）
2
2
5
6
（
昼
）

（
3
）
3
6
7
1
（
夜
）

直
接
会
場
に
お
い
で
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。



第291号（5）塵⑬鍔の餅

：「：「：： 昔／、鶉固持　…‾ ICぁ詰細評襲黛中央公理 
使　　　げ　　　　　っと　　つ会いま善づ 

さ　を長　つ 

蓋牒義範’騎麗輩 

「言や∴∴　∴∴： 
∴：：「∴∴∴∵－　∴←∴： 
だ蜜所等親i　潤　闇，。。。L∴鯉醤〇月 

目　　が　け　崩　れ　防　災　週　間（一7日）

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
お
宅
に
来
た
ら

◇
訪
問
販
売
を
受
け
た
と
き
の
注
憲
◇

ま
ず
販
売
業
者
の
氏
名
ま
た
は
、
名

稀
、
商
品
種
類
を
動
き
ま
し
ょ
う
。

釣
り
人
の
み
な
さ
ん
へ

ー
　
ま
き
餌
釣
り
親
制
に

御
協
力
下
さ
い
I
I

絶
好
の
釣
り
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
が
海
釣
り
を
さ
れ
る
旗

に
ま
き
餌
を
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

ま
き
餌
の
う
ち
、
赤
土
と
変
が
海
藻
類

の
鱒
殖
を
妨
げ
、
魚
貝
類
の
産
卵
・
生

息
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
海

で
釣
り
を
さ
れ
る
人
は
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
下
さ
い
。

○
磯
や
防
波
堤
・
護
岸
で
釣
り
を
す
る

と
き
は
、
赤
土
を
使
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

0
海
藻
の
発
芽
期
に
あ
た
る
6
月
1
4
日

ま
で
の
間
は
、
磯
鴇
で
は
麦
を
ま
き

餌
と
し
て
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
海
を
き
れ
い
に
し
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
余
分
な
ま
き
餌
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
ピ
一
一
－
ル
等
の
ゴ
ミ
は
、
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
も
し
稚
魚
が
か
か
っ
た
ら
放
流
し
て

資
源
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

電
気
工
事
士
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
7
月
1
8
日
（
筆

記
試
験
）
・
1
0
月
1
7
日
（

技
能
試
験
）

▽
試
験
場
所
　
福
岡
工
業
大
学

▽
受
付
期
間
　
昭
和
卯
年
6
月
1
日
～

6
月
日
日
（
郵
送
は
6
月
7
日
消
印

ま
で
有
効
）

▽
聞
合
先
　
福
岡
県
商
工
部
工
業
課
屯

気
火
薬
係
（
福
岡
県
庁
内
）

受
験
願
書
は
、
小
倉
総
合
庁
舎
内
（
福

岡
県
北
九
州
商
工
事
務
所
）
に
あ
り
。

○
そ
の
商
品
が
本
当
に
必
要
か
よ
く

考
え
て
か
ら
契
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
で
な
け
れ
ば
勇
気
を
も
っ
て

断
り
ま
し
ょ
う
。

○
契
約
（
申
込
み
）
を
し
た
時
は
、

曹
面
が
渡
さ
れ
ま
す
。

○
内
容
を
よ
く
読
ん
で
確
認
し
た
あ

と
で
印
鑑
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

○
現
金
販
売
の
時
は
、
領
収
聾
が
渡

さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

去
ノ
o

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
ご
存
じ

で
す
か
。

契
約
し
た
商
品
が
本
当
に
必
要
か
冷

静
に
考
え
直
す
期
間
（
4
日
間
）
で
す
。

4
日
間
以
内
な
ら
契
約
の
解
除
（
ま
た

は
申
込
み
の
撤
回
）
が
で
き
ま
す
。
解

除
（
ま
た
は
撤
回
）
を
す
る
時
は
電
話

で
な
く
書
面
（
で
き
れ
ば
内
容
証
明
郵

便
）
で
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
代
金
を
会
誌
支
払
っ
た
と
き
。
（

商
品
を
受
け
取
り
、
代
金
を
金
額
支

払
っ
た
も
の
）

○
化
粧
品
な
ど
消
耗
品
で
消
費
す
れ

ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
く

な
る
旨
を
告
げ
ら
れ
た
場
合
に
お
い

て
一
郭
消
費
し
た
も
の
。

○
乗
用
自
動
車
。

防
衛
庁
職
員
（
事
務
系
・
技
術
系
）
募
集

▽
採
用
職
名
及
び
受
験
資
格

○
上
級
（
技
官
）
　
大
学
卒
業
程
度

○
中
級
（
事
務
官
・
設
営
）
、
短
大

高
専
卒
業
程
度

▽
受
付
期
間
　
共
に
昭
和
5
7
年
6
月
7

日
～
6
月
1
6
日
（
郵
送
は
6
月
1
6
日

消
印
ま
で
有
効
）

▽
試
験
日
及
び
試
験
地

共
に
一
次
試
験
1
月
1
8
日
（
臼
）

福
岡
市
外
7
カ
所

▽
申
込
用
紙
請
求
先

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人

事
係
　
〒
脱
　
稿
同
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
の
1
0
の
7
（
柳
田
切
手
を
は
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
）
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6月は「児童手当」の現況届・認定請求の提出期間です

求の受給資格者

D持参するもの

（り印鑑

（2）厚生年金加入者は、

勤務先の諺業主の証明書
をもらって下さい。（年

金の記号番号を銘記のこ
と）

なお、糞育者の所得額
が、児童手当の所得限度

額（表l）を通過し、手

当を受給できない人の内、徴用者（厚生年金加入者）に限

り、特例給付の制度が設けられ、特例給付の所得限度額（表
2）以内であれば、第3子以降の児童1人につき月額五千円

支給されろようになりました。

※児童手当の所得額は、総所得額から八万円を控除した韻で
す。老人扶蛮親族がある人は、限度額に六万円加算します

＞その他、詳細は役場福祉係にお尋ね下さい。

児董手当の支給を受けている人は6月1日から30日までの

閥に「児童手当現況届」を役場こ提出することになっていま
す。

この届けを出さないと、引き続いて受給できる資格があっ

ても、6月分以後の児童手当の支払いを受けろことができな

くなりますから、必ず期限までに捏出して下さい。なお、厚

生年金加入者は、勤務先の事業主の証明書をもらって下さい
＞認定請求対象者

18歳未満の児垂を三人以上（内一人は義務教育終了前であ
ること）饗育しているが、56年度において所得額が限度額

超過のため、児童手当を受給していない人。その他、宋諦

（衷1）　　　　　　（喪2）

議書〃te 0人 �搬附馬絹！種類 　2580千円 

1 �2．870 

2 �3160 

3 �3．450 

4 �3．740 

5 6 �4．030 4．320 

機番競糠電 0人 �鬼置手当閑暇塵額 1．228千円 

1 �1．518 

2 �1．808 

3 �2098 

4 �2．3蝕 

5 6 �2I678 2．968 

☆
こ
ん
な
遠
足
も
い
　
い
な
☆

4
月
2
8
日
広
漠
小
学
校
の
一
年
生
歓
迎
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。

目
的
地
は
「
観
光
圏
」
で
約
3
血
を
み
ん
な
元
気
に
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

子
供
と
接
す
ろ
機
会
の
少
な
い
静
光
園
の
お
年
寄
り
達
は
、
た
く
さ
ん
の

孫
や
ひ
孫
の
来
園
に
大
喜
び
。
児
董
達
は
、
い
っ
し
ょ
に
昼
食
を
取
っ
た
後
、

同
校
自
慢
の
吹
葵
楽
隊
、
鼓
笛
隊
の
演
葵
や
か
わ
い
い
一
年
生
の
敬
を
ひ
ろ

う
し
、
ま
た
み
ん
な
だ
の
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

に
来
て
い
た
だ
き
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が

．
こ
＿
つ
○可

愛
い
声
で
元
気
に
歌
っ
て
下
さ
っ

た
り
、
鼓
笛
隊
の
み
ご
と
は
渥
美
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た。

み
な
さ
ん
も
元
気
に
運
動
や
勉
強
に

は
げ
ん
で
、
ま
た
来
年
も
慰
問
に
来
て

下
さ
い
。
お
じ
い
ち
？
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
達
が
待
っ
て
い
ま
す
。

愉
光
田
　
山
　
崎
　
国
　
雄

広
波
小
学
校
の
先
生
、
生
徒
の
み
な

さ
ん
、
今
日
は
元
気
に
静
光
園
に
慰
問

2
年
　
む
ら
も
と
や
す
み

せ
い
こ
う
え
ん
の
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
け
ん
ま
で
す
か
。

こ
の
ま
え
、
え
ん
そ
く
の
と
き
は
、
た

い
へ
ん
お
せ
わ
に
、
な
り
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
が
、
歌
っ
た
、
「
森
の
く
ま

さ
ん
」
　
「
大
き
な
ふ
る
ど
け
い
、
」
み

ん
な
で
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
歌
い
ま

し
た
が
ど
う
で
し
た
か
。
か
え
る
と

き
、
か
い
だ
ん
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
手
や
、
白
い
は

ん
か
ら
を
、
ふ
っ
て
、
「
さ
よ
う
な
ら

」
と
い
っ
た
と
き
の
、
か
お
は
、
な
ぜ

か
、
さ
び
し
く
見
え
ま
し
た
。
き
っ

と
、
わ
た
し
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
い
っ

た
の
に
、
き
ゅ
う
に
、
さ
よ
う
な
ら
、

し
た
か
ら
だ
と
、
お
も
い
ま
す
。
ら
い

年
も
、
あ
た
ら
し
い
、
一
年
生
が
、
入

学
し
た
ら
、
ま
た
、
せ
い
こ
う
え
ん
ろ

う
人
ホ
ー
ム
へ
、
い
き
ま
す
。
そ
れ
ま

で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
け
ん
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

目念記重訂日7



第291号璽⑰西め彿
（7）

～26日）
20日　らい（ハンセン病）を正し　く理解する週間（

す

　

き

遠
賀
婦
人
会
歌
に

遠
賀
の
土
手
に
　
革
覇
え
て
　
上
は
命

よ
　
古
里
の
　
花
の
お
み
な
が
　
す
き

く
わ
取
っ
て
　
春
は
緑
の
麦
畑
・
・

遠
賀
農
村
婦
人
の
笑
わ
し
い
遇
ま
し
い

姿
が
歌
っ
て
あ
る
。

一
時
期
、
菱
作
り
は
途
絶
え
て
い
た

が
再
び
麦
作
組
合
も
で
き
、
脚
光
を
浴

び
て
い
ろ
。

昭
和
7
年
若
松
の
小
野
ウ
メ
ノ
さ
ん

が
深
耕
競
型
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
頃
、
花
の
お

み
な
が
牛
馬
を
追
い
、
田
を
鋤
き
、
男

が
催
さ
れ
、
九
州
各
地
の
競
技
者
は
勿

論
、
応
援
者
等
で
遠
賀
川
駅
、
そ
れ
に

式
場
に
当
て
ら
れ
た
浅
木
小
学
校
か
ら

競
型
会
場
の
浅
木
圃
場
は
人
の
波
に
埋

ま
っ
た
。

戦
中
、
戦
が
賊
烈
に
な
る
と
人
間
と

共
に
馬
も
戦
現
に
か
り
出
さ
れ
殆
ん
ど

年
型
と
な
っ
た
。

そ
の
創
T
e
戦
後
、
耕
運
韻
か
ら
ト
ラ

ク
タ
ー
に
か
わ
り
1
0
8
の
新
通
も
僅
か

の
時
間
で
、
し
か
も
砕
土
ま
で
す
る
機

械
化
の
御
時
世
と
な
っ
た
。

型
に
は
長
床
型
、
無
床
型
、
短
床
型

が
あ
り
短
床
型
は
他
の
二
者
の
長
所
を

と
っ
て
発
明
さ
れ
た
明
治
以
後
に
用
い

ら
れ
た
。

す
さ
と
い
え
ば
鋤
も
あ
る
。
し
か
し

こ
れ
は
現
在
の
ス
コ
ッ
プ
の
役
目
を
す

る
も
の
で
踏
鋤
、
京
鍬
な
ど
二
種
が
あ

る。

九
州
地
方
は
北
陸
・
東
北
地
方
に
比

べ
乾
田
が
多
く
気
候
温
暖
の
た
め
、
畜

力
利
用
に
よ
る
耕
蓮
が
早
く
、
い
わ
ゆ

る
西
南
型
農
法
が
発
達
し
た
。

こ
の
よ
う
に
馬
耕
農
法
の
先
進
地
で

あ
っ
た
の
で
磯
野
・
深
見
・
長
式
な
ど

の
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
こ
れ
ら
農
具
を
使

わ
れ
た
人
々
に
は
深
い
思
い
出
が
あ
ろ

う
。
最
後
に
短
床
深
耕
型
が
出
現
し
て

深
さ
が
調
節
で
き
る
よ
う
に
な
り
更
に

二
段
狸
が
で
き
、
牛
馬
の
労
力
を
少
く

し
耕
土
を
小
さ
く
す
る
よ
う
改
良
さ
れ

た。

し
て
砕
土
化
し
た
。

そ
の
後
、
飛
行
額
馬
鍬
が
で
き
た
。

こ
れ
は
飛
行
機
の
頚
に
似
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
こ
れ
に
よ
り
、
く
れ
割
り
は
し

な
く
て
よ
く
、
当
時
と
し
て
は
能
率
的

な
砕
土
機
で
あ
っ
た
。

今
の
よ
う
に
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
こ

れ
程
活
躍
す
る
な
ど
考
え
も
し
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
農
機
具
の
機
械
化
と

共
に
牛
馬
は
態
家
か
ら
姿
を
消
し
て
し

ま
う
世
と
な
り
、
の
ど
か
な
農
村
風
景

も
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

調
号
な
ぞ
か
け
の
答

l
、
キ
セ
ル
　
2
、
井
戸

出
　
題

l
、
立
て
ば
低
く
な
り
座
れ
ば
高
く
な

る
も
の
ナ
ー
ニ

2
、
い
る
時
の
い
ら
ぬ
も
の
、
い
ら
ぬ

時
の
い
ろ
も
の
ナ
ー
こ
。（

吉
野
千
年
）

鉄
道
妨
害
防
止
運
動

5
月
2
0
日
～
6
月
8
日

昨
年
4
月
か
ら
今
年
の
3
月
ま
で
の

間
、
門
司
鉄
道
管
理
局
管
内
で
発
生
し

た
踏
切
事
故
は
1
6
2
件
あ
り
ま
し
た
。

諒
故
に
よ
り
列
車
が
遜
転
不
能
に
な

っ
た
も
の
が
9
件
、
運
休
2
1
7
本
、
事
故

の
影
響
で
遅
れ
た
残
革
は
5
0
2
本
、
槻
時

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
踏
切
離
散
が
原
因
で
死

亡
さ
れ
た
人
は
1
7
名
、
ケ
ガ
を
さ
れ
た

人
は
3
4
名
と
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い

ます。踏
切
都
政
の
発
生
原
因
と
な
っ
て
い

た
た
め
の
エ
ン
ス
ト
が
原
因
1
4
件

の
8
8
件
で
5
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
踏
切
郵
政
は
鹿
児
島
・
筑
豊

本
線
等
の
運
転
密
度
の
高
い
線
区
で
全

体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
特

に
馨
報
装
置
の
な
い
4
唖
踏
切
で
直
前

横
断
3
1
件
、
交
通
理
の
多
い
自
動
踏
切

で
も
慢
然
と
し
だ
一
旦
停
止
や
前
方
不

確
認
の
た
め
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
た
め
の
郵
政
3
9
件
は
乗
用
車
・
自
転

車
・
歩
行
者
に
多
い
よ
う
で
十
分
な
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

る
も
の
の
う
ち
悪
質
な
も
の
と

し
て
無
謀
な
運
転
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は

o
L
ゃ
断
機
突
破
し
た
た
め

4
件

o
聾
報
を
無
役
し
た
た
め

3
5
件

○
列
車
の
直
前
横
断
の
た
め

3
4
件

の
7
3
件
で
全
体
の
4
5
％
を
し

め
、
つ
づ
い
て
、
無
理
・
あ
わ

て
な
ど
安
全
を
十
分
確
か
め
な

か
っ
た
た
め
の
郵
政
と
し
て

。
狭
い
踏
切
で
の
落
輸

00件

。
不
容
易
に
停
止
位
憶
を
越

え
た
た
め
　
　
　
　
4
4
件

。
運
転
技
術
が
未
熟
で
あ
っ
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みんなで力をあわせて引きます

甘茶をいっぱいかけましょう

弼
藩
商
業
統
計
調
査
を
実
施
－
－
別
室

瑠

　

詫

こ
の
調
査
は
〟
商
業
の
国
妨
調
査
〟

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
我
国
の
商
店

の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
お
よ

び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
国
の
卸
売
業

・
小
売
業
お
よ
び
飲
食
店
を
営
ん
で
い

る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

す。
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成

、

…

…

I

I

、

．

I

i

 

i

詫

　

6

現

流
通
機
稲
の
近
代
化
な
ど
の
対
範
を
進

め
ろ
う
え
で
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

多
く
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

各
商
店
が
経
営
指
針
を
作
る
陳
に
も
広

く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
県
知
車
か
ら
任
命
さ
れ
た

商
業
統
計
調
査
貝
が
、
商
店
を
直
接
訪

問
し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す

の
で
正
確
は
申
告
に
御
協
力
下
さ
い
。

0
0
0
甘
茶
が
と
て
も
お
い
し
い
な
あ
1
0
0
0

5
月
五
目
、
遠
賀
中
央
幼
稚
園
と
山
び
こ
保

育
園
の
年
長
組
が
、
一
月
遅
れ
の
花
祭
り
（
本

来
4
月
8
日
の
釈
迦
の
誕
生
日
に
花
御
堂
を
つ

く
り
釈
迦
の
誕
生
像
を
す
え
、
甘
茶
を
そ
そ
い

で
ま
つ
る
行
事
）
を
し
ま
し
た
。

い
　
の
　
ち
を
大
切
　
に

す
ぼ
ら
し
い
科
学
の
時
代
に
な
り
ま

い
°
よ
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
が
く
　
　
し
ん
は

し
た
。
異
常
な
ま
で
の
科
学
の
進
歩
に

ま
っ
た
∴
∴
め
∴
∴
∴
　
　
i
i

は
、
全
く
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
　
ー
　
人
工
衛
星
の

，
∴
∴
∴
▲
　
　
　
　
　
つ
き
廿
か
い
ち
○
く
り
く

打
ち
上
げ
、
月
世
界
着
陸
な
ど
は
、
も

う
ひ
と
昔
ま
え
の
話
、
こ
れ
か
ら
先
の

を
び
く
　
　
を
か
い
　
を
人
が
　
　
　
　
　
　
　
e
つ
　
　
録
で

科
学
の
世
界
を
考
え
る
と
、
実
に
恐
ろ

し
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

し
ん
か
ん
0
人
　
　
持
物
き
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
か
ん
は
人

新
幹
線
で
大
暖
ま
で
は
三
時
間
半
、

東
京
ま
で
で
も
七
時
間
足
ら
ず
、
本
当

で
あ
り
∴
∴
－
▲
∴
∴
午

に
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
も
の
で
す

も
の
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
や
、
便
利

・
L
e
＝
○
∴
∴
∴
o
t
L
p
，
〇
人
∴
つ
が
∴
∴
∴
∴
つ

な
も
の
、
高
価
は
俊
秀
晶
を
次
か
ら
次

へ
と
つ
く
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
す
さ
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド

だ
∴
∴
∴
∴
○
あ
ー
を
t
l
つ
l
p
，
∴
∴
∴
輸
つ
り
人

を
出
す
「
夢
の
超
特
急
」
を
実
現
さ
せ

た
り
、
蛮
撃
は
乗
り
物
や
、
家
庭
で
一

た
い
p
O
く
ま
人
t
A
い
じ
よ
▲
ノ
　
嶋
　
　
　
　
　
を

台
百
万
円
以
上
も
出
し
て
買
う
「
く
る

ま
」
は
い
く
ら
で
も
つ
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
市
場
な
ど
で
売
っ
て
い
る

一
匹
わ
ず
か
四
・
五
十
円
の
「
い
わ
し
」

は
人
一
時
ん
∴
∴
．
庫
農
く
　
ら
か
ら

を
、
人
間
は
科
学
の
力
で
つ
く
り
出
す

い
や
、
ト
ン
ボ
一
匹
、
か
え
る
一
匹

虫
け
ら
一
つ
さ
え
、
「
い
の
ち
あ
る
も

の
」
は
、
つ
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

「
い
の
ち
は
そ
れ
ほ
ど
尊
い
」

「
神
秘
な
も
の
」
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ち
●
b
l
・
∴
∴
∴
“
ワ

「
い
の
ち
は
、
地
球
よ
り
重
た
い
。
」

な
ど
と
い
う
こ
と
ば
で
は
、
到
底
言
い

つ
く
せ
る
も
の
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
わ
ー
エ
ー
い
く
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
い
あ
い
　
と
人
ら
ふ
，

同
和
教
育
は
、
こ
の
「
生
命
の
尊
重
」

と
い
う
こ
と
が
そ
の
根
底
を
な
し
、
そ

こ
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
す
。

「
い
の
ろ
を
大
切
に
す
る
。
」
と
い
う
こ

と
は
「
自
分
を
大
頚
に
す
る
。
」
と
い
う

こ
く
で
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
人

国
鉄
で
は
、
さ
ら
に
、
電

9
0
よ
く
　
　
と
’
二
C
 
h
7
㌢
つ
　
　
＿
○
う
い
ん
き

磁
力
の
相
互
反
発
と
吸
引
作

ふ
1
　
　
　
　
持
～
ふ
う
　
　
　
　
ふ
じ
よ
’
　
青
い

用
と
を
応
用
し
て
浮
上
、
推

じ
】
青
み
∴
∴
償
い

こ
と
で
あ
り
、
「
自
分
を
大

事
に
す
る
。
」
と
い
う
こ
と
は

同
時
に
「
ひ
と
を
六
番
に
し

し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
か
人
心
人
　
　
　
　
は
い

進
す
る
リ
ニ
ア
カ
ー
、
新
幹
線
の
二
倍

は
勺
　
　
　
は
も
　
　
じ
さ
く
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
が
ん
と
つ

の
速
さ
で
走
る
時
速
馴
鹿
の
「
弾
丸
特

l
O
▲
・
∴
∴
∴
し
っ
ふ
！
か
き
。
i
M
－
、
h
i
i
＝
．
小
－
　
“
i
r
i
 
i
I
あ
や

急
」
の
実
用
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
、
宮

タ
＿
∴
∴
じ
っ
り
ん
う
　
l

崎
で
実
験
中
と
か
。

●
∴
∴
0
人
∴
∴
∴
ら
曾
嘗
る
…
　
く
え
ん

ま
た
、
一
旗
一
触
で
、
何
十
億
円
、

高
一
ん
か
○
く
紅
く
〇
人
　
　
　
　
　
ひ
き
l
 
l
　
　
ふ
a

何
百
億
円
も
す
る
飛
行
機
や
船
は
、
ど

意
　
　
　
　
　
　
　
か
て
い
∴
∴
∴
m
こ
く

ん
ど
ん
つ
く
り
出
さ
れ
、
家
庭
で
も
百

事
ん
軍
人
い
じ
ふ
て
ノ
∴
∴
〕

万
円
以
上
も
出
し
て
「
く
る
ま
」
か
つ

ぎ
つ
ぎ
に
買
わ
れ
る
よ
う
な
時
代
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

化
▲
註
Y
ル
∴
∴
b
 
J
く
　
ら
か
ら

人
間
は
科
学
の
カ
で
、
よ
り
新
し
い

こ
と
が
で
き
ろ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
「
い
わ
し
の
い
の
ち
」
は
、
世

か
い
∴
t
ふ
て
7
∴
‥
P
 
L
e
∴
∴
．
少
点
く

界
一
流
の
学
者
や
科
学
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
が
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
枠
を
集
め
、

録
か
い
じ
る
i
・
∴
」
三
方
∴
∴
よ
　
し

ち
え
を
し
ぼ
り
、
世
界
中
の
富
と
物
資

つ
み
∴
∴
∴
∴
∴
高
｛
詫
言
く
a
人
々
ん
や
ん
〇
人

を
使
っ
て
、
何
百
年
何
千
年
か
か
っ
て

0
人
l
a
う
　
つ
づ
　
　
　
　
じ
っ
り
ん
　
　
か
さ

研
究
し
涜
げ
、
実
験
を
重
ね
て
も
、
つ

く
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

ど
ん
な
に
科
学
が
発
達
し
て
も
、
お

そ
ら
く
永
遠
に
「
こ
の
い
の
ぢ
」
を
つ

せ
っ
た
言
．
∴
∴
▲
∴
あ
ー
の

く
る
こ
と
は
絶
対
に
不
可
能
で
し
ょ
う

尊
重
す
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

離
灘
難
染
ま
っ
て
保
障
さ
れ
た

鳥
人
で
l
㌢
6
人
∴
∴
∴
∴
時
差
∵
∴
宰
亭

基
l
本
l
矧
川
欄
と
は
「
自
分
を
大
切
に
す

る
。
」
と
と
も
に
「
人
を
愛
す
ろ
」
と
い

う
精
神
で
あ
り
、
「
み
ん
な
が
　
幸
せ

に
」
と
い
う
、
わ
た
く
し
た
ち
の
切
な

る
ね
か
い
に
は
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

じ
ピ
ー
　
　
つ
づ

（
次
号
へ
続
く
）

目念記易貿日独
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町 �も �鹿 児 �鹿 児 �大 

内 �え な い ゴ く プ空 ラカ �合 本 �島 本 �型 
線 か �線 か �家 

全 域 6 月 9 ��と） 南 側 地 区 6 月 �ら 北 側 地 区 6 �庭 ゴ く べテ ツレ トビ 机冷 

スン チ、 ツ空 ��月 

自 及 び 6 �クビ 製ン 品、 ’ガ �23 日 東 �9 日 �、蔵 い臆 す’ 、家 白兵 転“ 

コ‘ラ ムス 等怒 陶 器 ��泉 

月 �� � �再建 等具 
23 日 ����j、 

類 ���と ん 

6月分し尿くみ取り予定表

くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 � 

二幸圭一 �田町、木守 �虫生津、上別府（花園）、広漠 

呈＿些1 �東町、浅木の一部 �広漠 

3（木） �虫生津（新屋敷を含む） �若松、尾崎 

4（金） � �別府、末寺、老良 

5（土） �月2回くみ取り家庭 � 

11（金） �旧任（旧3号線北側）鬼津、若松 � 

12（土） �旧停（旧3号線南側） � 

14（月） �逓賀IIi �鬼津 

15（火） �遠賀IiI �別府、上別府（商家） 

16（水） �遠賀Iii、新町 �千代丸、鬼潔く小鳥掛）、別府 

17（木） �新町 � 

18（金） �新町 � 

19（土） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

21（月） �新町、広渡（中卒田） � 

22（火） � � 

23（水） �新町（ユニード前通り一都）別府 �－ 

24（木） �尾崎、今古賀 � 

25（金） �尾崎 � 

26（土⊃ �上別府、木守、若葉台、堂塔寺 � 

28（月） � �老良 

29（火） �浅木 �今古賀、島津 

30（水） �添木 �浅木、鬼津（小鳥掛）、尾崎（蟹喰） 

飼　い　犬　の　放　し　飼　い　は　や　め　ま　し　ょ　う

僚
艦
鰐
圃
山
笠
の
網
目
酬
診

茸
へ
び
（
ま
む
し
）
の

血
　
清

6
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

調
子

◎
期
　
日

▽
時
　
間

▽
暢
∴
所

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

▽
料
　
金

老

児
　
相
　
談

6
月
8
日
（
火
）

9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分

の
聞
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
7
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

人
　
検
　
診

誌
へ
び
の
郵
故
防
止

の
た
め
、
ま
む
し
用
の

血
清
を
保
管
し
て
い
ま

す。
も
し
、
か
ま
れ
た
時
は
利
用
し
て
下

さ
い
。

◎
血
清
の
保
管
し
て
あ
る
病
院

県
立
遠
賀
病
院
、
芦
屋
中
央
病
院
、

中
間
市
立
病
院

6
月
の
老
人
検
診
は
都
合
に
よ
り
、

中
止
い
た
し
ま
す
。
次
回
の
検
診
は
7

月
2
日
、
老
人
憩
の
家
と
尾
崎
公
民
館

の
予
定
で
す
。

⑤
⑤
㊥
㊥

三
　
種
　
混
　
合

▽
撲
謹
白
　
6
月
2
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
穂
　
1
3
時
0
0
分
－

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

o
第
1
期
　
生
後
2
4
～
4
8
カ
月
児

。
第
2
期
　
第
1
期
終
了
後
、
1
2
－

1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
3
月
2
5

日
号
の
8
ペ
ー
ジ
を
こ
ら
ん
下
さ
い
。

日
　
本
　
脳
　
炎

日
本
脳
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
原
因
で

7
月
か
ら
9
月
が
流
行
期
で
、
か
ら
だ

が
衰
弱
し
た
人
が
か
か
り
や
す
い
よ
う

で
す
。
か
ら
だ
の
衰
弱
を
防
ぎ
、
早
目

に
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
期
　
日
　
5
月
2
1
日
－
6
月
2
0
日

▽
場
　
所
　
町
内
各
医
院

▽
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
の
人

▽
料
　
金
　
1
回
に
つ
き
七
百
円

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
5
月
1
0

日
号
の
8
ペ
ー
ジ
を
こ
ら
ん
下
さ
い
。



第291号　　　　　　　　　　　　　　　僅⑱西の餌（10）

頭韻麗子三重）
あなたに必要なエネルギーを

計算し〔みませんか
わたしたちの食生活（ふ最近、たいへん良くなり、栄養

の摂取状態は、国民平均でゐますと、かなり改善されて

きています。しかし、各家庭や個人単位でみた場合、依

然としてアンバランスな食生活をしている人が、まだま

だ多いのが実鯖です。

食欲のあもむくまま（こ手当たり次第に食べていると、

肥瀞こなったり、偏食などが原因で貧血（こなったりしま

す。バランスのとれた食事こそ、健康づくりの“基本〝

と言えましょうd

食事のバランスを考えるうえで忘れてはならないのか

生活預貸の変化です。最近、家庭では題化が進み、職場

では労回時間の短編や作業の機械化が目覚ましく、また、

マイカーの普及をはじめ、タクシー・パスなどの交通手

段朗読Uになるなど、日常の暮らしを取り巻く生活環境

が大きく変わりました。こうしたことから、家庭や職場

では肉体労働と言われる仕事は減る傾向（こあり、比較的

軽い労働に携わる人が多くなってきています。

ですから、毎日の食事の畳は、このような労圃面での

変化をも考えて決める必要があります。労働の内容ばか

りではありません。性別や年輪、それに体格なども加味

して、1日の活訓こいったいとのくらいのエネルギーが

必要なのかを計算してみることが大切です。その場合の

目安iこなるのが「栄養所要畠」です。

この、「栄養所要重」は、わたしたちが健康な生活を営

むためには、1人1日当たりとのくらいのエネルギー、

タンパク質、ビタミン、ミネラルなどの栄養素を摂取す

ればいいが、その望ましい畳を学問的な研究から割り出

したものです。ですから、個人の特性を踏まえて、この
「栄養所要墨」を用いると、食事のバランスを考えるうえで

たいへん便利ですo佃大別エネルギー所要量（日当だ。、

図は〝栄養所　…薯直垂皇叫噺裏重
さ　I‾7t章一ヾl＼

要邑」に基づい　　15農

て割り出した、　　16農

軽い労働に鋭わ

る人（主婦やサ

ラリーマンなど）

の個人別エネル

ギー所要量です。

この所要璽（こ治

って毎日の献立∴。。＿69農

てを作り、バラ

ンスのとれた食　70‾拘農

事を心掛けるこ　00農＿

とが燵康づくり　　瞳い力

への第一歩とな

ります。

自分の鮭、年齢日は重（標峰体重鳩を守む

を－強く．結び　jし　んキー耐電重の能と

隻bっI、書の寄議が、あり実のjLiルキ
ー前妻重です。1目盛OI教的K・・1

木守572番地

白木久美子ちゃん

（綾子さんの長女）
昭和56年10月11日生

お腹の中にいる時は心配
でしたが、産まれるとみん

なが待っていた女の子．／今
では手のかからないおとな

しい子で、毎日大好きはお
じいちゃん、おばあちゃん

と過ごしています。

松の太（広渡299番地の53）

古揚　友一くん

（警さ子さんの次男）

昭和56年8月29日生

僕Cはんの時「マンマ」

と言って、手をたたいて菖

ぶんだよ。だけど、食べる

わりICは、大きくならない

とお母さんがこぼすんだ。

山椒は小粒でも・・と言うだ
ろう。だいじょうぶだよ。

不要犬の引取りは、遠賀保健所003（201）4161へどうぞ

溌
∴
濯
　
排
　
水

無
リ
ン
洗
剤
や

洗
濯
石
け
ん
を
使
お
う

洗
濯
を
し
た
後
の
排
水
に
含
ま
れ
て

い
る
，
リ
ン
〟
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
リ
ン
は
、
服
の
汚
れ
に
つ
い
て

い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
汚
れ
を
落
ち

や
す
く
す
る
た
め
に
、
合
成
洗
剤
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

汚
れ
を
落
と
す
た
め
の
も
の
が
、
水

を
汚
す
と
い
う
の
も
変
な
話
で
す
が
、

リ
ン
は
、
窒
素
と
並
ん
で
動
植
物
の
成

長
に
欠
か
せ
な
い
栄
餐
累
の
一
つ
で
す

こ
の
リ
ン
が
、
閉
鎖
性
水
城
（
水
の

流
れ
の
少
な
い
湖
や
内
海
）
に
流
れ
込

む
と
、
水
は
富
栄
饗
化
し
、
藻
な
ど
の

水
性
生
物
な
ど
が
異
常
に
繁
殖
し
た
り

水
質
が
悪
化
し
て
魚
介
類
の
生
息
に
悪

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
、
リ
ン
の

入
っ
て
い
な
い
合
成
洗
剤
、
い
わ
ゆ
る

無
リ
ン
洗
剤
や
洗
濯
石
け
ん
か
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
の
生
活
の
樫
と
も
言
え
る
水
を

守
る
た
め
に
も
、
沈
澱
に
は
無
リ
ン
洗

剤
や
洗
灘
石
け
ん
を
使
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
，
つ
。



第291号（11）璽⑰筋め彿

むし歯予防は、ます鴎あがきから。

歯と歯肉への歯ブラシの当て方

増プ芽か持ち方

星図
Ⅱ歯ブラシの毛東の

擬を菌と歯肉のつ
け根にあてる

21の位置から歯ブ
ラシの柄を約45度

ねじり、毛先の横
で歯肉を強く圧迫

する

あブラシの柄をねじ
り歯の先の方（こ向

かわせる。歯と歯

の問にも毛先を入
れてよく磨く

圏

よ　ン　込 

歯痛の応急 
る　う　ん　に　み　　効　ろ　さ　に 

と早さおとのはき、りな　とオ痛をiな－ がくらっれよあは奥ゲもしもルむ服いつ 大図1に∴だてうり、の質のか一か方用と＞ 

専科大わもにま錬曲がでしっ氷のすさ で医さけ“応せ痛誕い、、ののほろはな 

すのくでむ急ん剤ま∴た∴むこ方うおは、お o治なはし手○をでんしれ法でをかア痛 

頼　ら　あ歯　当　　の痛で歯は　で冷、、ス　み 
を∴なりはて　んんいの一すやぬ同ビが 受いま完で　ででるよ時oすれ時りと 

け　よ　せ全痛　　も　い　と　う　的　　こ　タ　に　ン　れ 

健康保険診療は有効に受けま　し　ょ　う

前
歯
が
は
え

そ
ろ
っ
た
ら

水
を
含
ま
せ
た
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
脱

脂
綿
を
指
先
に
ま
き
つ
け
て
、
歯
の
表

面
の
よ
こ
れ
を
軽
く
ふ
き
と
っ
て
や
り

ます。

お
誕
生
日
を

迎
え
た
ら

お
母
さ
ん
の
ひ
ざ
の
上
に
寝
か
せ
て

小
さ
な
や
わ
ら
か
い
歯
ぶ
ら
し
で
軽
く

こ
す
っ
て
、
よ
こ
れ
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
こ
の
場
合
、
因
み
か
き
剤
は
、
ま

だ
つ
け
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

一
一
歳
を

過
ぎ
た
ら

子
供
に
歯
ぶ
ら
し
を
詩
た
せ
て
、
自

分
で
み
か
く
練
習
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
　
－
。
最
初

は
み
が
さ
方
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
分
で

み
か
く
と
い
う
習
慣
づ
け
に
重
点
を
お

き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
極
端
な
棲
み

か
き
だ
け
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

三
～
四
歳
を

過
ぎ
た
る

正
し
い
み
か
き
方
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

時
期
で
す
。
上
の
歯
は
上
か
ら
下
へ
、

下
の
歯
は
下
か
ら
上
へ
。
か
み
あ
わ
せ

面
は
、
小
さ
な
前
後
運
動
で
、
か
き
出

す
よ
う
に
み
か
き
ま
す
。

国
　
歯
が
痛

み
だ
す
こ

と
は
、
む

し
歯
を
治

癒
し
な
い

で
お
く
こ

と
が
原
因
で
す
。
歯
医
者
で
治
旗

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
急
に

痛
み
だ
し
た
と
き
の
家
庭
で
の
応

急
手
当
の
方
法
は
…
・
・
。

灸
痛
い
部
分
を
き
れ
い
に
》

つ
ま
楊
枝
の
さ
き
に
オ
キ
シ

ド
ー
ル
を
つ
け
て
、
む
し
歯

の
穴
の
か
す
を
と
り
、
ぬ
る

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

む
し
歯
が
大
き
く
痛
み
が
ひ
ど

い
と
き
は
、
小
さ
な
綿
球
を
ぬ
ら

し
て
ア
ス
ピ
リ
ン
の
錠
剤
を
粉
に

し
た
も
の
を
つ
け
て
む
し
歯
の
穴

に
押
し
込
む
よ
う
に
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

な
お
、
胃
腸
薬
の
ク
レ
オ
ソ
ー

ト
を
痛
い
と
こ
ろ
に
押
し
込
む
こ

と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
子

供
に
も
安
全
で
、
殺
菌
作
用

と
痛
み
を
と
ろ
作
用
が
あ
っ

て
効
果
的
で
す
。

灸
氷
の
う
で
冷
や
す
こ
と
も



第291号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑬弱め餓（12）

6月上期の遠賀町主要行事

日i曜 �� �時　　間 �難会坤担当課坤　的及び主軸象等I群生＿ 

6月20日 まで ��日本脳炎予防雑種 �珍技時間内 �町内医院上屋課申以上の人　19ページ 

5／25－1 �� �役場時間内 �讐襟引住民課 ��曜持参のこと　19ページ 

6月30日 まで ��児童手当の現況届と認定 讃求 �役場時間内 �黛細管車祉L　　i6ニ 

1 �火 � � �‾‾T ��臨試す。i8ページ 
妊　　婦　　相　　談 �9：30－ �役場保健室車民課層較付　【9ページ 

2 �水 � � �匡公民館i住民課l生後24－48カ月児　幸一ジ 

l言二言； �犀両‾ ��基盤欝誉れでもi 
自 �木 �十さん卓球教室 � �蒜体育車会弼 ��町内のママさん　トーン 

∴ ��車者スポーツ教室 � �轢ンタ」社会教醗 ��町内在住60歳以上はだれで も参加できます。 � 

ヰ ��匡例地区公蛾長錨 �13：30－ �中央公車社錨育課 ��各地区公民醸　i 

TF ��ママ　さん卓球教室 � �掛体育ヰ会弼 ��町内のママさん　十一ジ 
軟　式　庭　球　教室（D � �役場前広場 �i 社会教育課 �町内在住者　l 

7「月 ��定　例　区　長　会　議 �13：30－ �磐2会議到庶務課 ��細区々長　（ 

8 �火 �乳　　児　　相　　談 � �役場髄室1住民課 ��生後7－12カ月児 �9ページ 

9 �水 � � �轢ンタ車会教育課 ��基盤欝整だれでもI 

10 �木 �上心配。と相談 � �公瑚別館i福祉課 ��ぉ気軽に御相談下さいi 

諜ンタ十会教育課 ��：「；：十十㌧∴∴ 

匡例体育指導員会議 �19：30－－ �船長館i社会輔課 ��体育指導員 � 

13 �日 �ママさん卓球教室 � �広漠小体育車会弼車のママさん　中一ジ 
軟　式　庭球教　室（り �i言00－15：00 �役捌鵬匡会敬謙 ��町内在住者 � 

15 �火 �環境浄化パトロール � �市中 ��脅少輔脚民会議員I 

舘29回九州朝日　レ　ガ　ッ　タ　が開催されます

＞日　時　昭和57年5月柳日（土）　　　　　　　　　＞語　呂　一般男子シェルエイト

30日（日）9：00－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シェルフォア

D会　場　遠賀町遠賀川漕艇場1，000〝信コース　　　　　　　　　　　　　ナックルフォア

（島津バス停的）　　　　　　　　　　　　　　シングルスカイ　外全10題目


